第３回　子ども権利委員会会議要旨
Ⅰ．開催日時　　平成23年9月27日（火）　15時～16時30分

Ⅱ．場所　　　　名張市役所２階　庁議室

Ⅲ．出席者　　　子ども権利委員会　　委員長、副委員長、委員８名
　　　　　　　　事務局　　　　　　　子ども政策室長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅳ．内容

１．委員長あいさつ 
２．議事進行

①ばりっ子すくすく計画の見直しについて
行動計画と行動指針の見直しを行う。事務局より行動計画の修正案の説明。修正の視点として、発達障がい者支援に関する取組、児童虐待防止に関する取組、ワーク・ライフ・バランスに関する取組、名張市子ども教育ビジョンの推進、子どもの権利に関する「名張市子ども条例」の啓発の５点から作成している。それに基づき、委員による内容の審議を行う。
【行動計画の見直しに関する内容の審議】

○　ばりっ子すくすく計画の行動計画である「守られる権利」の２の４《修正後》について、記載されている３点とも、項目に当てはまらないように思えるため、担当室に確認後、次回に再調整を行う。また、子ども条例に係る部分の「子ども相談室」という部分でいけば、この項目はこのまま残してもいいと思うが、文言としてどのような書き方が相応しいのか、担当室に確認が必要。また、要保護児童対策地域協議会の表現についても同様に検討する。
○　「育まれる権利」の４の２、元は「発達障がい児」と表現されていた部分を「発達に心配のある子どもが健やかに成長し」と修正されているが、「発達上特別の支援を有する子ども」と表現する。
○　「育まれる権利」の5の2の修正後に「友達や未就園児・高齢者」とあるところだが、年少の子どものことが言いたいので、未就園児ではなく「乳幼児」と表現する。また、「参加する権利」の１の２の修正後に「子どものための催しであるばりっ子広場」とあるが、この表現では、大人が催したがっているニュアンスが出ている。「子ども主体の催し」という表現にする。
○　子どもの権利条約の中では意見表明権や参加権が大きな目玉になる。子どもの参加をどのように応援していくのかは非常に大事。市として子ども会の活動をバックアップするようなことを行動計画の中に盛り込むことはできるのか、検討が必要。また、子ども会活動が「育まれる権利」の１の１の修正部分「生徒会活動やクラブ活動等と市民活動の連携を深め、ジュニアリーダー等の発掘や～」という部分や、２の１の「子どもの健やかな育ちや安心・安全のために活動するグループの組織、育成を支援する。」という部分に含まれるのか、担当室に確認を行う。
○　行動計画の修正案の文言の統一ができていないため、統一することが必要。

○　「参加する権利」の中で、児童館については含まれているのか。施設運営に子どもの意見を反映されるということについて、学校関係は入っているが、児童館や放課後児童権利育成事業等の中でも促していくことが必要。子どもを集めて何かをする場面というのは、現実にたくさん行われていると思うが、子どもの自主的参加を促すような試みがどの程度意識して行われているのかが疑問。

②次回開催日時
　委員の日程調整後、改めて連絡する。






